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一

は
じ
め
に

平
安
時
代
、
文
学
作
品
の
登
場
人
物
の
大
半
は
固
有
名
詞
で
呼
ば
れ
ず
、
敬
語
を
用

い
る
こ
と
等
で
、
そ
の
人
物
を
明
ら
か
に
す
る
な
ど
、
場
面
に
大
き
く
依
存
し
て
き
た
。

そ
れ
で
も
、
何
ら
か
の
呼
び
名
を
用
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合
も
あ
り
、
そ
の
際
に

ど
う
呼
ぶ
か
と
い
う
実
態
を
調
査
し
よ
う
と
し
た
の
が
、
本
研
究
の
目
的
で
あ
る
。

な
お
、
本
論
文
に
お
い
て
は
、「
君
」の
よ
う
な〈
単
一
名
詞
〉だ
け
で
は
な
く
、「
た

だ
き
は
め
て
幸
ひ
な
か
り
け
る
身
」
の
よ
う
に
長
い
修
飾
部
分
を
伴
う
語
も
〈
被
修
名

詞
〉
と
名
づ
け
、
考
察
の
対
象
と
す
る
べ
き
で
あ
る
と
考
え
た
。
こ
れ
ら
は
、
呼
称
等

の
概
念
範
疇
で
は
収
ま
り
き
れ
な
い
の
で
、「
人
物
の
指
し
示
し
方
」
と
し
て
考
察
す

る（
注
�
）
。
本
稿
の
分
析
に
よ
っ
て
、『
蜻
蛉
日
記
』
の
文
体
的
特
徴
の
一
端
で
も
明
ら

か
に
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

二

研
究
の
方
法

・
研
究
対
象

研
究
対
象
と
し
た
の
は
、
藤
原
道
綱
母
を
作
者
と
す
る
『
蜻
蛉
日
記
』
で
あ
る
。
道

綱
母
と
夫
藤
原
兼
家
と
の
結
婚
生
活
を
中
心
に
、
彼
女
の
半
生
を
描
い
て
い
る
。
上
巻

は
天
暦
八
（
九
五
四
）
年
か
ら
安
和
元
（
九
六
八
）
年
ま
で
の
一
五
年
間
の
記
述
で
あ

る
。
兼
家
と
の
結
婚
に
よ
り
道
綱
が
誕
生
す
る
が
、
そ
の
前
後
に
兼
家
は
、
町
小
路
の

女
の
も
と
に
通
い
始
め
る
。
そ
の
後
、
兼
家
の
夜
離
れ
が
続
き
、
い
た
た
ま
れ
な
い
思

い
の
う
ち
に
、
作
者
は
初
瀬
詣
で
を
す
る
が
、
兼
家
が
迎
え
に
来
て
く
れ
た
こ
と
も
あ

り
気
持
ち
が
落
ち
着
く
。
中
巻
は
安
和
二
（
九
六
九
）
年
か
ら
天
禄
二
（
九
七
一
）
年

ま
で
の
三
年
間
の
記
述
で
あ
る
。
道
綱
が
内
裏
の
賭
弓
の
射
手
に
選
ば
れ
る
。
兼
家
の

後
援
に
よ
り
道
綱
母
邸
が
沸
き
立
つ
よ
う
な
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
そ
れ
が
過
ぎ
る
と
兼

家
は
い
っ
こ
う
に
訪
れ
な
く
な
っ
た
。
ま
た
、
近
江
と
呼
ば
れ
る
女
性
も
出
現
し
、
作

者
は
暗
澹
た
る
思
い
の
ま
ま
に
鳴
滝
の
西
山
の
寺
に
籠
る
が
、
結
局
は
兼
家
に
半
ば
強

引
に
連
れ
戻
さ
れ
て
し
ま
う
。
下
巻
は
天
禄
三
（
九
七
二
）
年
か
ら
天
延
二
（
九
七
四
）

年
ま
で
の
三
年
間
の
記
述
で
あ
る
。
道
綱
一
人
し
か
子
ど
も
に
恵
ま
れ
な
か
っ
た
作
者

は
、
養
女
を
も
ら
う
こ
と
に
す
る
。
さ
ら
に
道
綱
の
懸
想
や
遠
度
の
養
女
へ
の
求
婚
な

ど
が
記
述
さ
れ
る
。
上
中
下
巻
あ
わ
せ
て
、
二
一
年
間
の
記
録
で
あ
る
。

・
研
究
手
順

『
蜻
蛉
日
記
』
に
登
場
す
る
人
物
が
ど
の
よ
う
に
指
し
示
さ
れ
て
い
る
か
を
、
次
の

手
順
に
よ
っ
て
調
査
す
る
。

（
１
）『
蜻
蛉
日
記
』
に
登
場
す
る
人
物
を
指
し
示
し
て
い
る
語
句
の
用
例
を
す
べ
て

椎葉富美・『蜻蛉日記』に登場する人物の指し示し方
―〈個人指示〉されている人物の実態をとおして―
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抜
き
出
し
、〈
個
人
指
示
〉
さ
れ
て
い
る
人
物
と
、〈
集
団
指
示
〉
さ
れ
て
い
る

人
物
に
分
け
る
。

（
２
）〈
個
人
指
示
〉
さ
れ
て
い
る
人
物
の
用
例
を
、〈
単
一
名
詞
〉
と
〈
被
修
名
詞
〉

に
分
け
、〈
単
一
名
詞
〉
お
よ
び
〈
被
修
名
詞
〉
の
収
斂
さ
れ
て
い
る
語
に
つ

い
て
、
内
容
別
に
分
類
す
る
。

以
下
、
具
体
的
に
検
討
し
、
そ
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
。

三

「
人
物
の
指
し
示
し
方
」
の
内
容

（
１
）〈
個
人
指
示
〉
さ
れ
て
い
る
人
物
と
〈
集
団
指
示
〉
さ
れ
て
い
る
人
物

〈
個
人
指
示
〉
さ
れ
て
い
る
人
物
の
例
を
あ
げ
る
。

【
例
１
】
い
と
あ
や
し
う
、
い
ち
は
や
き
暦
に
も
あ
る
か
な
、
な
で
ふ
こ
と
な
り
、
よ

に
あ
ら
じ
、
こ
の
文
か
く
人
の
そ
ら
ご
と
な
ら
ん
と
お
も
ふ
。

﹇
下
巻（
注
�
）
・
天
延
二
（
九
七
四
）
年
三
月
・
Ｐ
２１４
Ｌ
１
﹈

藤
原
遠
度
か
ら
作
者
の
養
女
へ
の
求
婚
の
記
事
で
あ
る
。
遠
度
は
兼
家
の
女
房
に
仲

介
さ
せ
、
兼
家
が
あ
た
か
も
結
婚
を
承
諾
し
た
か
の
よ
う
な
女
房
の
手
紙
を
、
作
者
に

見
せ
る
が
、
作
者
は
こ
の
手
紙
を
書
い
た
女
房
の
作
り
ご
と
で
あ
ろ
う
と
思
う
。

〈
集
団
指
示
〉
さ
れ
る
人
物
と
は
次
の
よ
う
な
場
合
で
あ
る
。

【
例
２
】
や
を
ら
立
ち
走
り
て
、
し
据
ゑ
た
る
鷹
を
に
ぎ
り
放
ち
つ
。
見
る
人
も
涙
せ

き
あ
へ
ず
、
ま
し
て
日
く
ら
し
か
な
し
。

﹇
中
巻
・
天
禄
元
（
九
七
〇
）
年
六
月
・
Ｐ
１１８
Ｌ
１６
﹈

夫
兼
家
の
夜
離
れ
の
恥
ず
か
し
さ
に
耐
え
き
れ
な
く
な
っ
た
作
者
は
、
尼
に
な
る
つ

も
り
だ
と
子
の
道
綱
に
語
る
。
母
と
と
も
に
出
家
す
る
と
言
う
道
綱
に
、
作
者
は
出
家

す
る
と
鷹
は
飼
え
な
い
と
、
冗
談
め
い
て
話
す
。
す
る
と
、
道
綱
は
お
も
む
ろ
に
立
ち

上
が
り
、
走
っ
て
い
っ
て
鷹
を
放
し
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
様
子
を
見
て
い
た
女
房
た
ち

も
涙
を
こ
ら
え
き
れ
な
か
っ
た
。

両
例
と
も
女
房
を
指
す
が
、【
例
１
】
は
一
人
の
人
物
を
個
人
と
し
て
指
し
示
し
て

い
る
の
で
〈
個
人
指
示
〉
と
呼
ぶ
こ
と
に
し
、【
例
２
】
は
複
数
の
人
物
を
一
つ
の
集

団
と
し
て
指
し
示
し
て
い
る
の
で
〈
集
団
指
示
〉
と
呼
ぶ
こ
と
に
し
た
。
そ
の
結
果
を

整
理
し
た
の
が
、
次
頁
の
「
表
�
〈
個
人
指
示
〉〈
集
団
指
示
〉
の
様
相
」
で
あ
る
。

〈
個
人
指
示
〉
さ
れ
て
い
る
の
は
実
質
人
数
一
二
九
人
八
六
一
例
、〈
集
団
指
示
〉
さ

れ
て
い
る
の
は
三
五
七
集
団
四
〇
八
例
で
あ
る
。
巻
ご
と
の
出
現
率
に
、
大
き
な
違
い

は
な
い
。〈
個
人
指
示
〉〈
集
団
指
示
〉
の
割
合
は
、
上
下
巻
で
は
八
割
弱
と
二
割
強
と

そ
れ
ほ
ど
変
わ
り
は
な
い
が
、
中
巻
は
約
半
々
に
な
っ
て
い
る
。〈
集
団
指
示
〉
さ
れ

て
い
る
の
は
、
供
人
・
殿
上
人
・
法
師
な
ど
で
あ
る
が
、
特
に
大
き
な
割
合
を
占
め
て

い
る
の
は
女
房
で
あ
る
。
上
巻
は
七
二
集
団
中
一
二
集
団
（
１７
％
）、
中
巻
は
一
八
二

集
団
中
四
五
集
団
（
２５
％
）、
下
巻
は
一
〇
三
集
団
中
一
二
集
団
（
１２
％
）
が
、
女
房

の
集
団
で
あ
る
。
中
巻
で
は
、
四
分
の
一
が
女
房
の
集
団
で
あ
る
。
彼
女
た
ち
は
、「
こ

れ
か
れ
」「
見
る
人
」「
こ
こ
な
る
人
々
」「
前
な
る
人
」
な
ど
と
呼
ば
れ
、
女
房
の
視

点
か
ら
も
、
中
巻
に
お
け
る
夫
婦
生
活
の
危
機
的
な
状
況
が
描
か
れ
て
い
る
。

（
三
二
）
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（
２
）〈
個
人
指
示
〉
さ
れ
て
い
る
人
物
の
指
し
示
し
方

次
頁
に
、「
表
�
〈
個
人
指
示
〉
さ
れ
て
い
る
人
物
の
指
し
示
し
方
」
を
あ
げ
た
。

縦
軸
は
「
登
場
人
物
」
で
あ
る
。
通
し
番
号
は
、
５９
ま
で
に
な
っ
て
い
る
が
、
５９
番
目

は
、
一
例
の
み
の
人
物
七
一
人
を
ま
と
め
て
示
し
て
い
る
の
で
、
用
例
数
二
例
以
上
の

人
物
五
八
人
と
あ
わ
せ
て
、『
蜻
蛉
日
記
』
の
〈
個
人
指
示
〉
さ
れ
て
い
る
登
場
人
物

は
、
一
二
九
人
に
な
る
。
用
例
数
が
多
い
の
は
、
順
に
作
者
二
〇
七
例
・
兼
家
一
四
八

例
・
道
綱
一
一
七
例
で
あ
る
。
三
人
あ
わ
せ
て
四
七
二
例
は
、
全
用
例
数
八
六
一
例
の

五
割
強
を
占
め
る
。
作
者
の
生
活
の
中
心
が
、
夫
と
子
に
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、

三
人
の
巻
ご
と
の
出
現
状
況
を
見
て
み
る
と
、
作
者
自
身
の
用
例
数
は
さ
ほ
ど
変
わ
ら

な
い
が
、
夫
兼
家
は
、
上
巻
で
は
七
〇
例
あ
っ
た
が
中
下
巻
で
は
三
七
例
・
四
一
例
と

約
半
数
に
な
っ
て
お
り
、
逆
に
子
の
道
綱
の
用
例
数
は
巻
を
追
う
ご
と
に
増
え
て
い
る
。

作
者
の
関
心
が
、
夫
か
ら
子
に
移
っ
て
い
る
こ
と
が
、
用
例
数
の
増
減
か
ら
も
読
み
取

る
こ
と
が
で
き
る
。
横
軸
は
、〈
単
一
名
詞
〉
お
よ
び
〈
被
修
名
詞
〉
の
収
斂
さ
れ
て

い
る
語
八
六
一
例
を
検
討
し
て
、
分
類
し
た
内
容
を
ま
と
め
て
い
る
。
次
の
七
分
類
に

分
け
る
こ
と
が
で
き
た
。

�
姓
名
・
名

�
官
職
名

�
地
名
・
方
向
・
居
所

�
愛
称

�
一
般
的
人
物
呼
称

�
代
名
詞
（
�
の
代
名
詞
を
除
く
）

�
数
詞

そ
れ
ぞ
れ
の
項
目
に
つ
い
て
、〈
単
一
名
詞
〉〈
被
修
名
詞
〉
に
分
け
て
い
る
。

以
下
、
そ
の
内
容
を
説
明
す
る
。

�
姓
名
・
名

実
名
を
避
け
る
習
慣
は
日
本
古
来
か
ら
存
在
し
て
い
た（
注
�
）
が
、『
蜻
蛉
日
記
』
に

お
い
て
も
そ
の
例
外
で
は
な
く
、
実
名
す
な
わ
ち
〈
姓
名
・
名
〉
で
指
し
示
さ
れ
る
人

表� 〈個人指示〉〈集団指示〉の様相

出
現
率

６．１

６．３

６．６

６．３

【表の見方】

１ 各巻の頁数は、言語量を比較するためにテキストの頁数を示している。

２ 〈個人指示〉は「○○人」、〈集団指示〉は「○○集団」とした。

３ 各巻の〈個人指示〉の人数は、延べ人数を表している。（ ）内の人数は、他巻にまたがってい

る人物の人数を表す。延べ人数は、１４８人であるが、実質人数は１２９人である。

４ 〈集団指示〉の集団数の（ ）内の人数は、女房の〈集団指示〉である。

５ 用例数の「％（パーセンテージ）」は、各巻の総用例数に占める〈個人指示〉〈集団指示〉の割合

である。

６ 「出現率」とは、各巻の総用例数を頁数で割ったものである。１頁あたりにおける登場人物の出

現回数を表している。

総
用
例
数

３３９

４６９

４６１

１２６９

集団指示

用例数（％）

２３．３％

４３．９％

２６．７％

３２．２％

７９

２０６

１２３

４０８

集団数

７２集団（１２）

１８２集団（４５）

１０３集団（１２）

３５７集団（６９）

個人指示

用例数（％）

７６．７％

５６．１％

７３．３％

６７．８％

２６０

２６３

３３８

８６１

人数

４９人（１２）

５１人（１２）

４８人（６）

１２９人

記
載
期
間

１５年

３年

３年

計

頁
数

５６

７４

７０

巻

上巻

中巻

下巻

椎葉富美・『蜻蛉日記』に登場する人物の指し示し方
―〈個人指示〉されている人物の実態をとおして―

―１８８―

（
三
三
）



表� 〈個人指示〉されている人物の指し示し方

計

総計

２０７

１４８

１１７

３０

２６

２１

１５

１４

１３

１２

１０

１０

９

９

８

８

８

８

８

５

５

４

４

４

４

４

４

３

３

３

３

３

３

３

３

３

３

３

３

３

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

７１

８６１

８６１

被修

６０

４２

４９

１５

２２

１８

１２

９

１３

５

８

８

２

５

５

４

４

８

５

３

５

３

０

０

３

３

３

１

３

３

２

３

２

３

１

２

２

３

２

３

２

２

０

１

２

１

２

２

１

１

１

１

２

２

２

２

１

１

４９

４１９

単一

１４７

１０６

６８

１５

４

３

３

５

０

７

２

２

７

４

３

４

４

０

３

２

０

１

４

４

１

１

１

２

０

０

１

０

１

０

２

１

１

０

１

０

０

０

２

１

０

１

０

０

１

１

１

１

０

０

０

０

１

１

２２

４４２

�数詞

被修

６

１

２

１

１

３

１４

１６

１．９％

単一

１

１

２

�代名詞

被修

４
１

５

２０１

２３．３％

単一

１０５
３０
１７
７
３
２
２
２

２
１
２
２
４
２
４

２
１

１
１
１

１
１

１

１

１

１９６

�一般的
人物呼称

被修

４７
３９
４５
１０
２０
１１
３
２
３
３
８
１
２
１
２
４
１
７
５
３
４
３

３

３
１
３
３

３

２
２
３
２
３
２
２

１

１
２
２
１
１
１
１
２
２

１
１
１
３７

３１０

４４１

５１．２％

単一

２０
５１
１
６
１
１

３

２

５

１

３

１

１
４

２

１

１

１

１
１

１
１

１

２１

１３１

�愛称

被修

１

１

１

０．１％

単一

０

�地名・
方向・居所

被修

２
１

７
９
７
１０
２

７

４
３

２

２
１

１
１

３

６２

１２１

１４．１％

単一

２１
２５
２
１

１

３

１

４

１

５９

�官職名

被修

１
３
５

１

３

２
２

２

１

６

２６

７８

９．１％

単一

４８
１

１

１

１

５２

�姓名
・名

被修

１

１

３

０．３％

単一

２

２

下
巻

６６

４１

６５

３０

２６

９

５

１４

１２

８

２

４

４

４

１

３

３

３

２

２

２

２

２

２

２

２

２２

３３８

中
巻

７５

３７

４８

５

１０

４

２

２

９

２

８

８

２

１

２

２

３

３

３

２

２

２

２

２

２７

２６３

上
巻

６６

７０

４

７

９

８

８

９

８

６

５

３

４

４

１

３

３

３

２

１

１

３

２

２

２

２

２

２２

２６０

内容

登場人物

作者
藤原兼家（作者の夫）
藤原道綱（作者の子）
藤原遠度
養女
藤原倫寧（作者の父）
近江
大和の女
貞観殿御方
源兼忠の女
作者の母
時姫
章明親王
愛宮
町の小路の女
作者の叔母
源高明
作者の妹
源兼忠の兄Ｂ
藤原為雅（姉の夫）
作者の兄
「大徳�」の兄
「兵衛の佐」の妻
冷泉天皇
養女の事を言う人
藤原伊尹
童装束をしている人
「町の小路の女」の子
大徳�
作者の姉
円融天皇
藤原師氏
藤原道隆
作者と同じ境遇の人
多好茂
作者の甥
親戚
礼拝している僧
兼家の女房
八つ橋の女
手紙を代筆する女房
兵衛の佐
村上天皇
文をもってくる者
藤原実頼
石山寺の僧
古里の人
妹の同行者
使�
使�
夢合わする者
源兼忠
物詣でに誘う人
兼通の随身
藤原兼通
武蔵
帯刀
中島の松を見ている女
１例のみの人物

計

通
し
番
号

１
２
３
４
５
６
７
８
９
１０
１１
１２
１３
１４
１５
１５
１５
１５
１５
２０
２０
２２
２２
２２
２２
２２
２２
２８
２８
２８
２８
２８
２８
２８
２８
２８
２８
２８
２８
２８
４１
４１
４１
４１
４１
４１
４１
４１
４１
４１
４１
４１
４１
４１
４１
４１
４１
４１
５９ （

三
四
）
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表
�

道
綱
の
指
し
示
し
方
の
変
化

官
職
名

官
職
名
以
外

鳴
滝
籠
り
（
本
用
例
）
の
前

な
し

三
七
例

鳴
滝
籠
り
（
本
用
例
）
の
後

五
一
例

二
九
例

物
は
多
好
茂
一
人
、
八
六
一
例
中
わ
ず
か
三
例
で
あ
る
。
用
例
を
あ
げ
る
。

【
例
３
】
十
日
の
日
に
な
り
ぬ
。
今
日
ぞ
こ
こ
に
て
試
楽
の
や
う
な
る
こ
と
す
る
。
舞

の
師
多
好
茂
、
女
房
よ
り
あ
ま
た
の
も
の
か
づ
く
。

…
略
…

こ
と
果
て
方

に
な
る
夕
暮
れ
に
、
好
茂
、
胡
蝶
楽
舞
ひ
て
出
で
来
た
る
に
、

…
略
…
「
殿

上
人
、
数
を
多
く
つ
く
し
て
集
ま
り
て
、
好
茂
埋
も
れ
て
な
む
」
と
聞
く
。

﹇
中
巻
・
天
禄
元
（
九
七
〇
）
年
三
月
・
Ｐ
１０８
Ｌ
９
〜
Ｌ
１５
﹈

道
綱
は
、
内
裏
の
賭
弓
に
出
場
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
味
方
が
勝
っ
た
場
合
、
舞
を

す
る
と
い
う
こ
と
で
毎
日
練
習
を
し
、
舞
楽
の
予
行
演
習
と
し
て
の
催
し
が
道
綱
母
邸

で
行
わ
れ
た
。
さ
ら
に
兼
家
邸
で
は
大
勢
の
殿
上
人
の
見
物
の
中
、
道
綱
は
舞
っ
た
。

本
用
例
で
は
、
立
派
に
舞
っ
た
道
綱
の
舞
の
師
で
あ
る
多
好
茂
が
、
女
房
や
殿
上
人
か

ら
多
く
の
被
け
物
を
賜
わ
っ
て
い
る
。
多
好
茂
、
す
な
わ
ち
多
氏
は
代
々
雅
楽
寮
に
務

め
る
舞
楽
相
伝
の
家
柄
で
あ
り
、
こ
の
時
三
七
歳
で
あ
っ
た
こ
と
な
ど
が
わ
か
っ
て
い

る（
注
�
）
。

�
官
職
名

〈
官
職
名
〉
で
指
し
示
さ
れ
る
人
物
は
一
七
人
七
八
例
で
あ
る
。
総
用
例
数
の
９．１
％

を
占
め
る
。〈
官
職
名
〉
の
用
例
の
大
半
は
、
藤
原
道
綱
の
五
一
例
で
、
全
体
の
約
七

割
を
占
め
る
。
道
綱
が
〈
官
職
名
〉
で
指
し
示
さ
れ
る
最
初
の
用
例
を
あ
げ
る
。

【
例
４
】
京
へ
物
し
や
る
べ
き
こ
と
な
ど
あ
れ
ば
、
人
出
だ
し
立
つ
。
大
夫
、「
よ
べ

の
い
と
お
ぼ
つ
か
な
き
を
、
御
門
の
辺
に
て
御
け
し
き
も
聞
か
む
」
と
て
物
す

れ
ば
、
そ
れ
に
付
け
て
文
物
す
。

﹇
中
巻
・
天
禄
二
（
九
七
〇
）
年
六
月
・
Ｐ
１４１
Ｌ
７
﹈

作
者
は
、
正
月
か
ら
続
く
兼
家
の
前
渡
り
に
耐
え
か
ね
て
、
西
山
の
寺
に
参
籠
す
る
。

世
に
い
う
「
鳴
滝
籠
り
」
で
あ
る
。
驚
い
た
兼
家
は
、
物
忌
み
中
で
あ
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
参
籠
当
夜
、
山
寺
に
駆
け
つ
け
た
。
道
綱
は
、
物
忌
み
の
た
め
下
車
で
き
ず
大

門
の
と
こ
ろ
に
い
る
父
と
母
と
の
取
り
次
ぎ
役
と
し
て
、
一
町
ほ
ど
の
石
段
を
何
度
も

往
復
す
る
。
し
か
し
、
母
の
か
た
く
な
な
態
度
は
解
け
る
こ
と
な
く
、
道
綱
は
遂
に
匙

を
投
げ
、「
父
を
送
っ
て
京
へ
行
き
二
度
と
こ
の
寺
へ
は
来
な
い
」
と
母
に
告
げ
る
。

と
こ
ろ
が
、
父
は
「
来
な
く
て
よ
い
」
と
言
っ
て
、
さ
っ
さ
と
帰
っ
て
し
ま
っ
た
。
次

の
日
、
意
気
消
沈
し
た
道
綱
は
、
父
の
様
子
を
見
に
行
く
と
い
う
本
用
例
の
場
面
で
、

作
者
は
初
め
て
道
綱
を
「
大
夫
」
と
〈
官
職
名
〉
で
呼
ぶ
の
で
あ
る
。「
大
夫
」
と
は
、

五
位
の
者
の
称
で
あ
り
、
道
綱
は
こ
の
記
事
の
前
年
、
天
禄
元
（
九
七
〇
）
年
一
一
月

二
〇
日
に
叙
爵
さ
れ
て
い
る
。
次
の
「
表
�
」
は
、
本
用
例
の
前
と
後
で
の
、
道
綱
の

指
し
示
し
方
の
全
用
例
一
一
七
例
の
変
化
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
表
か
ら
、
本
用
例
を
境
と
し
て
、
以
後
、
道
綱
の
指
し
示
し
方
の
大
半
が
〈
官

職
名
〉
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
変
化
に
つ
い
て
、
山
口
康
子
氏
の
ご
論

攷
「
一
子
道
綱
の
呼
称
」（
注
�
）
で
は
、
次
の
よ
う
に
解
釈
し
て
お
ら
れ
る
。

椎葉富美・『蜻蛉日記』に登場する人物の指し示し方
―〈個人指示〉されている人物の実態をとおして―
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こ
の
後
、
道
綱
の
呼
称
は
大
む
ね
「
大
夫
」
に
統
一
さ
れ
る
。
道
綱
が
母
を
西

山
鳴
滝
の
山
寺
に
残
し
、
父
兼
家
と
共
に
都
へ
帰
ろ
う
と
し
た
こ
の
夜
の
行
動
が
、

道
綱
母
に
も
た
ら
し
た
絶
望
と
孤
独
感
は
い
い
よ
う
も
な
い
も
の
だ
っ
た
で
あ
ろ

う
。
道
綱
は
間
も
な
く
供
を
拒
否
さ
れ
て
帰
っ
て
く
る
が
、
手
痛
い
打
撃
を
受
け

た
母
の
想
い
は
回
復
し
得
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
そ
の
想
い
が
翌
朝
父
の
も
と
へ

文
を
届
け
に
立
つ
道
綱
を
、
初
め
て
「
大
夫
」
と
呼
ば
せ
た
の
だ
と
私
は
考
え
る
。

そ
う
考
え
た
時
こ
の
道
綱
の
呼
称
の
変
容
は
す
っ
き
り
と
納
得
で
き
る
。

（
傍
線
は
椎
葉
）

作
者
の
道
綱
へ
の
意
識
の
変
化
が
、「
大
夫
」
と
い
う
呼
び
方
に
あ
ら
わ
れ
た
と
い

う
ご
指
摘
は
、「
人
物
の
指
し
示
し
方
」
の
変
化
を
解
明
す
る
手
が
か
り
と
な
る
と
い

う
点
で
刮
目
に
値
す
る
。
そ
の
後
、
道
綱
は
天
延
二
（
九
七
四
）
年
、
右
馬
助
に
叙
爵

さ
れ
「
助
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
る
。

と
こ
ろ
で
、
夫
兼
家
は
作
者
と
の
結
婚
当
初
の
官
職
は
「
右
兵
衛
佐
」
で
、
そ
の
後

「
少
納
言
」「
兵
部
大
輔
」「
東
宮
亮
」「
蔵
人
頭
」「
左
近
中
将
」「
右
近
大
将
」「
権
大

納
言
」「
大
納
言
」
と
変
わ
っ
て
い
く
が
、
呼
び
名
と
し
て
用
い
ら
れ
る
の
は
、
次
の

一
例
の
み
で
あ
る
。

【
例
５
】
め
ざ
ま
し
と
思
ひ
し
と
こ
ろ
は
、
い
ま
は
天
下
の
わ
ざ
を
し
さ
は
ぐ
と
き
け

ば
、
心
や
す
し
。
昔
よ
り
の
こ
と
を
ば
い
か
が
は
せ
ん
、
た
へ
が
た
く
と
も
わ

が
宿
世
の
怠
り
に
こ
そ
あ
め
れ
な
ど
、
心
を
千
々
に
思
ひ
な
し
つ
つ
あ
り
ふ
る

ほ
ど
に
、
少
納
言
の
年
へ
て
四
の
品
に
な
り
ぬ
れ
ば
、
殿
上
も
お
り
て
、
司
召

に
、
い
と
ね
ぢ
け
た
る
も
の
の
大
輔
な
ど
い
は
れ
ぬ
れ
ば
、
世
中
を
い
と
う
と

ま
し
げ
に
て
、
こ
こ
か
し
こ
通
ふ
よ
り
ほ
か
の
あ
り
き
な
け
れ
ば
、
い
と
の
ど

か
に
て
二
三
日
な
ど
あ
り
。
﹇
上
巻
・
応
和
二
（
九
六
二
）
年
五
月
・
Ｐ
６１
Ｌ
１２
﹈

「
め
ざ
ま
し
と
思
ひ
し
と
こ
ろ
」
す
な
わ
ち
町
小
路
の
女
と
の
仲
が
終
わ
っ
た
と
、

安
堵
し
た
作
者
で
は
あ
っ
た
が
、
兼
家
と
の
仲
が
好
転
し
た
わ
け
で
は
な
い
。
そ
の
こ

ろ
兼
家
は
、
少
納
言
を
長
年
つ
と
め
て
、
四
位
に
な
る
と
殿
上
出
仕
も
な
く
な
り
、
今

度
の
司
召
で
正
五
位
下
相
当
官
の
兵
部
大
輔
に
任
官
さ
れ
た
。
兼
家
に
は
不
本
意
な
人

事
で
あ
っ
た
ら
し
く
、「
ひ
ど
く
ひ
ね
く
れ
て
い
る
何
と
か
大
輔
」
と
ま
で
呼
ば
れ
た
。

そ
の
た
め
、
世
の
中
を
う
と
ま
し
く
感
じ
、
あ
ま
り
出
歩
か
ず
の
ん
び
り
と
二
三
日
作

者
の
と
こ
ろ
に
い
た
。

兼
家
は
、
日
記
終
了
時
ま
で
順
調
に
出
世
し
て
い
く
が
、
作
者
は
そ
の
任
官
の
喜
び

を
特
に
記
す
こ
と
は
な
く
、
本
用
例
以
外
は
官
職
名
で
呼
ぶ
こ
と
も
な
か
っ
た
。

�
地
名
・
方
向
・
居
所

〈
地
名
・
方
向
・
居
所
〉
で
人
物
を
指
し
示
す
こ
と
に
つ
い
て
、
穂
積
陳
重
氏
は
次

の
よ
う
に
述
べ
る（
注
�
）
。

避
称
に
は
、
絶
対
に
實
名
直
指
を
避
け
ん
が
為
め
に
他
の
称
号
を
以
て
之
に
代

ふ
る
も
の
と
、
實
名
に
第
三
者
観
す
る
語
を
加
へ
て
直
接
指
称
を
避
く
る
も
の
と

の
二
種
あ
り
。
前
者
は
絶
対
的
避
称
に
し
て
後
者
は
関
係
的
避
称
な
り
し
。

絶
対
的
避
称
は
、
地
名
又
は
居
所
に
依
る
も
の
最
も
多
し
。
實
名
敬
避
の
習
俗

あ
る
社
会
に
於
て
、
尊
貴
を
指
称
せ
ん
と
す
る
場
合
に
於
て
は
、
そ
の
居
所
を
以

て
其
人
の
代
称
と
す
る
を
以
て
最
も
便
宜
な
り
と
す
。
此
を
以
て
皇
族
、
貴
族
等

（
三
六
）
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は
實
名
を
以
て
指
称
す
る
こ
と
を
憚
り
、
之
に
代
ふ
る
に
其
宮
殿
、
住
家
、
居
住

地
、
領
有
地
、
そ
の
他
縁
故
あ
る
地
名
又
は
建
物
等
の
名
を
以
て
す
る
を
普
通
の

例
と
せ
り
。

（
傍
線
は
椎
葉
）

穂
積
氏
は
、
尊
貴
の
人
を
指
称
す
る
場
合
に
は
、
宮
殿
・
住
家
・
居
住
地
等
で
呼
ば

れ
る
と
述
べ
る
。『
蜻
蛉
日
記
』
の
場
合
、〈
地
名
・
方
向
・
居
所
〉
で
指
し
示
さ
れ
て

い
る
用
例
は
、
二
三
人
一
二
一
例
、
総
用
例
数
の
１４．１
％
を
占
め
る
。
使
用
さ
れ
る
語
句

の
内
訳
は
、「
表
�
〈
地
名
・
方
向
・
居
所
〉
で
指
し
示
さ
れ
て
い
る
人
物
」
の
と
お

り
で
あ
る
。

〈
地
名
〉
で
指
し
示
さ
れ
る
の
は
、
二
人
三
例
で
あ
る
。
用
例
を
あ
げ
る
。

【
例
６
】
は
し
に
、「
曹
司
に
と
の
た
ま
は
せ
た
る
武
蔵
は
、『
み
だ
り
に
人
を
』
と
こ

そ
き
こ
え
さ
す
め
れ
」
と
な
ん
。﹇

下
巻
・
天
延
二
（
九
七
四
）
二
月
・
Ｐ
２１３
Ｌ
９
﹈

【
例
１
】
の
直
前
の
記
事
で
あ
る
。
藤
原
遠
度
は
、
養
女
と
の
結
婚
に
あ
た
っ
て
、

い
き
な
り
作
者
と
の
面
会
を
望
む
の
で
は
な
く
、
ま
ず
は
武
蔵
の
部
屋
に
う
か
が
い
た

い
旨
の
文
を
送
る
。
そ
れ
に
対
し
て
作
者
は
、
武
蔵
は
遠
度
に
協
力
す
る
意
志
の
な
い

こ
と
を
伝
え
る
。「
武
蔵
」
と
は
、
作
者
の
女
房
で
、
藤
原
遠
度
の
縁
者
で
あ
ろ
う
か
。

も
し
女
房
と
す
る
な
ら
ば
、『
蜻
蛉
日
記
』
の
中
で
、
女
房
名
が
出
て
く
る
唯
一
の
例

と
な
る
。
も
う
一
例
あ
げ
る
。

【
例
７
】
心
ば
へ
知
り
た
る
人
の
、「
う
せ
給
ひ
ぬ
る
小
野
宮
の
お
と
ど
の
御
召
人
ど

表� 〈地名・方向・居所〉で指し示されている人物

計

３

１７

１０１

１２１

１

２

１

２

１３

１

２１

５

６

１

１

２４

３

４

７

１

２８

２３

陽
成
院

１

１

２２

九
条
殿
女
御

１

１

２１

藤
原
師
輔

１

１

２０

武
蔵

１

１

１９

藤
原
兼
通

１

１

１８

村
上
天
皇

１

１

１７

藤
原
師
氏

１

１

１６

源
兼
忠
兄
Ｂ

１

１

１５

遠
度

１

１

１４

源
高
明

２

２

１３

円
融
天
皇

２

２

１２

道
綱

２

２

１１

町
小
路
の
女

３

３

１０

冷
泉
天
皇

１
３

４

９

愛
宮

４

４

８

源
兼
忠
の
女

１

２

２

５

７

時
姫

７

７

６

大
和
の
女

７

７

５

倫
寧

７

７

４

貞
観
殿
御
方

８

２

１０

３

近
江

２

１

７

１０

２

作
者

２

１７

２

２

２３

１

兼
家

１

２

４

１
１７

１

２６

登場人物

指し示し方

武蔵

近江・…近江
こち（此方）

こなた（此方）
…かた（方）

…ざま（方）
ここ（此所）

そこ（其所）

かしこ（彼所）
うち（内裏）

大殿
殿・…殿

…宮
院・…院

…ありき
…わたり

…ところ（所）

計

地
名

方
向

居
所

椎葉富美・『蜻蛉日記』に登場する人物の指し示し方
―〈個人指示〉されている人物の実態をとおして―
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七
）



も
あ
り
、
こ
れ
ら
を
ぞ
思
ひ
か
く
ら
ん
。
近
江
ぞ
あ
や
し
き
こ
と
な
ど
あ
り
て
、

色
め
く
物
な
め
れ
ば
、
そ
れ
ら
に
こ
こ
に
通
ふ
と
知
ら
せ
じ
と
、
か
ね
て
断
ち

お
か
む
と
な
ら
む
。」
と
い
へ
ば
、
…
…

﹇
中
巻
・
天
禄
元
（
九
七
〇
）
七
月
・
Ｐ
１１９
Ｌ
１５
﹈

兼
家
が
作
者
の
も
と
を
訪
れ
な
い
理
由
に
つ
い
て
、
事
情
に
通
じ
て
い
る
人
が
、「
近

江
」
と
い
う
女
性
の
存
在
を
話
す
場
面
で
あ
る
。「
御
召
人
」「
色
め
く
物
」
と
も
呼
ば

れ
、
第
三
者
が
語
る
と
い
う
形
式
を
取
っ
て
い
る
が
、「
近
江
」
と
い
う
む
き
出
し
の

ま
ま
の
指
し
示
し
方
に
は
、
作
者
の
蔑
む
気
持
が
込
め
ら
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

〈
方
向
〉
で
指
し
示
さ
れ
る
の
は
、
六
人
一
七
例
で
あ
る
。
兼
家
に
は
「
こ
ち
（
此

方
）」
一
例
、
作
者
に
は
「
こ
な
た
（
此
方
）」
二
例
と
、
阪
倉
篤
義
氏
が
い
う
と
こ
ろ

の
近
称
、
す
な
わ
ち
「
話
し
手
自
身
を
中
心
と
す
る
円
周
内
に
含
め
ら
れ
る
も
の
」
と

認
め
て
の
表
現（
注
�
）
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
貞
観
殿
御
方
・
愛
宮
・
九
条
殿
の
女
御
に

は
、「
貞
観
殿
御
方
」「
あ
の
御
方
」「
帥
殿
の
北
の
方
」「
九
条
殿
の
女
御
殿
の
御
方
」

等
、
そ
れ
ぞ
れ
敬
意
を
込
め
た
指
し
示
し
方
を
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
近
江
に
対
し

て
は
「
あ
な
た
ざ
ま
」
と
い
う
語
句
を
用
い
、
敬
意
の
低
い
や
や
皮
肉
め
い
た
指
し
示

し
方
に
な
っ
て
い
る
。

〈
居
所
〉
で
指
し
示
さ
れ
る
の
は
、
二
〇
人
一
〇
一
例
で
あ
る
。
語
句
で
一
番
多
い

「
…
と
こ
ろ
」
で
指
し
示
さ
れ
る
人
物
は
、
い
ず
れ
も
女
性
で
六
人
二
八
例
で
あ
る
。

作
者
二
例
・
源
兼
忠
の
女
二
例
・
大
和
の
女
七
例
以
外
は
、
兼
家
の
妻
お
よ
び
愛
人
を

指
す
。
用
例
を
あ
げ
る
。

【
例
８
】
子
ど
も
あ
ま
た
あ
り
と
聞
く
と
こ
ろ
も
、
む
げ
に
絶
え
ぬ
と
き
く
。
あ
は
れ
、

ま
し
て
い
か
ば
か
り
と
思
ひ
て
と
ぶ
ら
ふ
。
九
月
ば
か
り
の
こ
と
な
り
け
り
。

﹇
上
巻
・
天
暦
一
〇
（
九
五
六
）
年
九
月
・
Ｐ
５１
Ｌ
８
﹈

兼
家
は
、
町
の
小
路
の
女
の
も
と
へ
公
然
と
通
い
出
し
た
。
作
者
は
自
分
だ
け
で
は

な
く
、
時
姫
の
と
こ
ろ
に
も
訪
れ
が
絶
え
た
と
聞
い
て
、
文
を
送
る
。
時
姫
は
、
作
者

の
結
婚
以
前
の
天
暦
六
（
九
五
二
）
年
に
兼
家
と
結
婚
し
て
い
る
。
特
に
、「
子
ど
も

あ
ま
た
あ
り
と
聞
く
」
と
い
う
修
飾
部
分
か
ら
、
生
涯
一
子
し
か
授
か
ら
な
か
っ
た
作

者
の
無
念
な
思
い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
な
お
、
こ
の
用
例
以
外
に
も
、

時
姫
は
「
と
し
ご
ろ
の
と
こ
ろ
」「
例
の
と
こ
ろ
」「
例
の
通
ひ
ど
こ
ろ
」「
わ
が
家
と

お
ぼ
し
き
と
こ
ろ
」「
か
の
と
こ
ろ
」「
い
ま
ひ
と
と
こ
ろ
」
と
指
し
示
さ
れ
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
兼
家
の
愛
人
で
あ
る
町
小
路
の
女
に
は
「
こ
の
時
の
と
こ
ろ
」「
か
の

め
で
た
き
と
こ
ろ
」「
め
ざ
ま
し
と
思
ひ
し
と
こ
ろ
」
の
三
例
、
近
江
に
は
「
聞
く
と

こ
ろ
」「
忌
み
の
と
こ
ろ
」「
憎
し
と
思
ふ
と
こ
ろ
」「
こ
こ
近
き
と
こ
ろ
」「
先
に
焼
け

に
し
に
く
ど
こ
ろ
」「
例
の
と
こ
ろ
」「
か
の
忌
み
の
と
こ
ろ
」
の
七
例
用
い
ら
れ
て
い

る
。
時
姫
の
用
例
と
比
べ
る
と
、「
め
ざ
ま
し
」「
忌
み
」「
憎
し
」
な
ど
、
彼
女
た
ち

に
対
す
る
作
者
の
複
雑
な
心
情
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

�
愛
称

〈
愛
称
〉
と
は
、
親
愛
の
気
持
ち
を
こ
め
て
の
呼
び
名
で
あ
る
。〈
愛
称
〉
で
指
し
示

さ
れ
て
い
る
人
物
は
、
作
者
た
だ
一
人
一
例
の
み
で
あ
る
。
用
例
を
あ
げ
る
。

【
例
９
】
夜
の
ま
に
雨
や
み
に
た
め
れ
ば
、「
さ
ら
ば
暮
に
」
な
ど
て
、
か
へ
り
ぬ
。

方
ふ
た
が
り
た
れ
ば
、
む
べ
も
な
く
、
待
つ
に
見
え
ず
な
り
ぬ
。

…
略
…

（
三
八
）
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表� 兼家・作者・道綱の〈一般的人物呼称〉

総
計

５１

３９

９０

２０

４７

６７

１

４５

４６

２０３

１２

…
男

０

０

１

１

１

１１

君
達

０

０

１

１

１

１０

…
子

０

０

１

１

１

９

…
つ
ま

１

１

０

０

１

８

…
あ
ま

０

１

１

０

１

７

乳
母

０

１

１

０

１

６

親
・
…
親

１

１

１

１

０

２

５

…
も
の

１

１

２

２

０

３

４

み
づ
か
ら

８

８

２

２

０

１０

３

…
君

１

１

２

２

８

８

１１

２

身
・
…
身

４

４

８

１２

３２

４４

１

１

５３

１

人
・
…
人

３８

３２

７０

３

１１

１４

３４

３４

１１８

指し示し方

登場人物

単一名詞

被修名詞

計

単一名詞

被修名詞

計

単一名詞

被修名詞

計

総計

兼
家

作
者

道
綱

山
ご
も
り
の
の
ち
は
、「
あ
ま
が
へ
る
」
と
い
ふ
名
を
付
け
ら
れ
た
り
け
れ
ば
、

か
く
も
の
し
け
り
。「
こ
な
た
ざ
ま
な
ら
で
は
、
方
も
」
な
ど
、
け
し
く
て
、

お
ほ
ば
こ
の
神
の
た
す
け
や
な
か
り
け
ん
契
り
し
こ
と
を
お
も
ひ
か
へ
る
は

﹇
中
巻
・
天
禄
二
（
九
七
一
）
年
一
二
月
・
Ｐ
１６８
Ｌ
５
﹈

兼
家
は
、
大
雨
の
な
か
作
者
の
邸
を
訪
れ
た
が
、
雨
が
や
ん
だ
の
で
、
夕
方
に
と
言
っ

て
帰
っ
て
い
っ
た
。
そ
の
夕
方
、
方
塞
が
り
に
な
り
行
け
な
い
と
い
う
兼
家
に
、
作
者

は
、
お
ほ
ば
こ
の
葉
を
死
ん
だ
蛙
に
か
ぶ
せ
る
と
蘇
生
す
る
と
い
う
俗
信
を
踏
ま
え
て
、

「『
雨
蛙
』
の
私
に
は
そ
の
御
利
益
も
な
く
、
あ
な
た
は
約
束
を
『
か
へ
る
』
の
で
す

ね
」
と
い
う
和
歌
を
送
る
。「
雨
蛙
」
と
は
「
尼
帰
る
」
を
掛
け
て
お
り
、
出
家
を
志

し
鳴
滝
に
籠
っ
た
が
本
意
を
遂
げ
ず
に
帰
っ
て
き
た
作
者
に
、
兼
家
が
つ
け
た
あ
だ
名

で
あ
る
。「
け
し
く
て
（
不
快
に
思
っ
て
）」
と
は
あ
る
が
、
和
歌
に
自
身
の
あ
だ
名
を

詠
み
入
れ
て
い
る
ぐ
ら
い
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
ほ
ど
不
快
に
は
思
っ
て
い
な
か
っ
た
の

で
あ
ろ
う
。
緊
迫
し
た「
鳴
滝
籠
り
」の
あ
っ
た
年
の
暮
れ
に
、
肩
の
力
が
抜
け
る
ほ
っ

と
さ
せ
る
場
面
で
あ
る
。

�
一
般
的
人
物
呼
称

〈
一
般
的
人
物
呼
称
〉
と
は
、
官
職
名
や
居
所
な
ど
か
ら
の
転
用
で
は
な
く
、
も
と

も
と
人
物
を
指
し
示
し
て
い
る
呼
び
名
で
あ
る
。〈
一
般
的
人
物
呼
称
〉
で
指
し
示
さ

れ
て
い
る
の
は
一
一
〇
人
四
四
一
例
、〈
個
人
指
示
〉
さ
れ
て
い
る
人
物
一
二
九
人
の

約
九
割
、
総
用
例
数
八
六
一
例
の
約
五
割
を
占
め
る
。〈
一
般
的
人
物
呼
称
〉
の
用
例

の
大
半
を
占
め
る
の
は
、
兼
家
九
〇
例
・
作
者
六
七
例
・
道
綱
四
六
例
、
計
二
〇
三
例

で
あ
る
。
三
人
の
様
相
を
中
心
に
し
て
見
て
い
き
た
い
と
思
う
。
使
用
さ
れ
る
語
句
の

内
訳
を
、
次
の
「
表
�

兼
家
・
作
者
・
道
綱
の
〈
一
般
的
人
物
呼
称
〉」
に
ま
と
め

た
。三

人
に
共
通
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
の
は
、「
人
・
…
人
」「
身
・
…
身
」「
…
君
」

の
三
種
類
で
あ
る
。

兼
家
を
〈
一
般
的
人
物
呼
称
〉
で
指
し
示
し
て
い
る
用
例
九
〇
例
中
最
も
多
い
の
は
、

単
一
名
詞
で
あ
る
「
人
」
三
八
例
・
被
修
名
詞
で
あ
る
「
…
人
」
三
二
例
、
計
七
〇
例

で
あ
る
。
作
者
や
道
綱
と
比
べ
て
、
単
一
名
詞
の
占
め
る
割
合
が
大
き
い
。
兼
家
の
用

例
を
あ
げ
る
。

椎葉富美・『蜻蛉日記』に登場する人物の指し示し方
―〈個人指示〉されている人物の実態をとおして―
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【
例
１０
】
時
は
い
と
あ
は
れ
な
る
ほ
ど
な
り
。
人
は
ま
だ
見
な
る
と
い
ふ
べ
き
ほ
ど
に

も
あ
ら
ず
、
見
ゆ
る
ご
と
に
た
だ
さ
し
ぐ
め
る
に
の
み
あ
り
。
い
と
こ
こ
ろ
ぼ

そ
く
か
な
し
き
こ
と
、
も
の
に
似
ず
。
見
る
人
も
い
と
あ
は
れ
に
、
忘
る
ま
じ

き
さ
ま
に
の
み
語
ら
ふ
め
れ
ど
、
人
の
心
は
そ
れ
に
し
た
が
ふ
べ
き
か
は
と
思

へ
ば
、
た
だ
ひ
と
へ
に
か
な
し
う
心
ぼ
そ
き
こ
と
を
の
み
思
ふ
。

…
略
…

君
を
の
み
た
の
む
た
び
な
る
こ
こ
ろ
に
は
ゆ
く
す
ゑ
と
ほ
く
思
ほ
ゆ
る
か
な

と
ぞ
あ
る
。
見
る
べ
き
人
見
よ
と
な
め
り
と
さ
へ
思
ふ
に
、
い
み
じ
う
か
な
し

う
て
、
あ
り
つ
る
や
う
に
お
き
て
、
と
ば
か
り
あ
る
ほ
ど
に
も
の
し
た
め
り
。

…
略
…

我
を
の
み
た
の
む
と
い
へ
ば
ゆ
く
す
ゑ
の
ま
つ
の
ち
ぎ
り
も
き
て
こ
そ
は
み

め
と
な
ん
。
か
く
て
日
の
ふ
る
ま
ま
に
、
旅
の
空
を
お
も
ひ
や
る
こ
こ
ち
、
い

と
あ
は
れ
な
る
に
、
人
の
心
も
い
と
た
の
も
し
げ
に
み
え
ず
な
ん
あ
り
け
る
。

﹇
上
巻
・
天
暦
八
（
九
五
四
）
年
一
〇
月
・
Ｐ
４４
Ｌ
４
〜
Ｐ
４５
Ｌ
５
・
傍
線
部
は
兼
家
﹈

父
倫
寧
が
陸
奥
守
と
な
っ
て
赴
任
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
結
婚
し
た
ば
か
り
の
作
者

は
、「
人
」
に
馴
染
ん
だ
と
も
い
え
ず
涙
ぐ
む
ば
か
り
で
あ
る
。
そ
の
様
子
を
「
見
る

人
」
は
慰
め
て
く
れ
る
が
、「
人
」
の
心
は
そ
の
言
葉
ど
お
り
で
は
あ
る
ま
い
と
思
う
。

父
は
「
君
」
一
人
を
頼
み
と
す
る
と
い
う
和
歌
を
、「
見
る
べ
き
人
」
に
見
て
も
ら
い

た
い
と
置
い
て
い
っ
た
。
そ
の
思
い
を
受
け
て
、
兼
家
も
「
我
を
の
み
…
」
の
和
歌
を

送
る
。
こ
う
し
て
日
が
た
つ
に
つ
れ
て
、
旅
先
の
父
に
思
い
を
馳
せ
る
作
者
の
心
は
寂

し
く
な
る
ば
か
り
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
一
方
で
「
人
」
の
心
は
ど
う
に
も
頼
り
に
な
り

そ
う
に
は
見
え
な
い
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
場
面
で
、
兼
家
を
指
し
示
し
て
い
る「
人
」・

…
人
」
は
五
例
あ
る
。
特
徴
的
な
こ
と
は
、【
例
１０
】
で
二
例
用
い
ら
れ
て
い
る
「
人

の
心
」
と
い
う
語
句
で
あ
る
。『
蜻
蛉
日
記
』
に
は
全
部
で
六
例
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、

す
べ
て
兼
家
の
用
例
で
あ
る
。
本
用
例
以
外
の
四
例
は
、
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

【
例
１１
】
お
ほ
か
た
の
世
の
う
ち
あ
は
ぬ
こ
と
は
な
け
れ
ば
、
た
だ
人
の
こ
こ
ろ
の
思

は
ず
な
る
を
、
わ
れ
の
み
な
ら
ず
、
と
し
ご
ろ
の
と
こ
ろ
に
も
た
え
に
た
な
り

と
聞
き
て
、
文
な
ど
か
よ
ふ
こ
と
あ
り
け
れ
ば
、
五
月
三
四
日
の
ほ
ど
に
か
く

い
ひ
や
る
。

﹇
上
巻
・
天
暦
一
〇
（
九
五
六
）
年
五
月
・
Ｐ
４９
Ｌ
２
﹈

【
例
１２
】
年
か
へ
り
て
、
な
で
ふ
こ
と
も
な
し
。
人
の
こ
こ
ろ
の
こ
と
な
る
こ
と
な
き

時
は
、
よ
ろ
づ
お
い
ら
か
に
ぞ
あ
り
け
る
。

﹇
上
巻
・
応
和
三
（
九
六
三
）
年
正
月
・
Ｐ
６５
Ｌ
５
﹈

【
例
１３
】
か
く
て
な
で
ふ
こ
と
な
け
れ
ば
、
人
の
こ
こ
ろ
を
な
ほ
た
ゆ
み
な
く
こ
こ
ろ

み
た
り
。

﹇
上
巻
・
康
保
元
（
九
六
四
）
年
夏
・
Ｐ
６７
Ｌ
１
﹈

【
例
１４
】
心
地
よ
わ
く
お
ぼ
ゆ
る
に
、
を
し
か
れ
で
か
な
し
く
お
ぼ
ゆ
る
夕
ぐ
れ
に
、

例
の
所
よ
り
か
へ
る
と
て
、
蓮
の
実
一
本
を
、
人
し
て
入
れ
た
り
。

…
略
…

か
へ
り
ご
と
に
は
、
た
だ
「
生
き
て
生
け
ら
ぬ
、
と
き
こ
え
よ
」
と
い
は
せ

て
、
思
ひ
臥
し
た
れ
ば
、
あ
は
れ
、
げ
に
い
と
を
か
し
か
な
る
所
を
、
命
も
し

ら
ず
、
人
の
こ
こ
ろ
も
知
ら
ね
ば
、「
い
つ
し
か
見
せ
ん
」
と
あ
り
し
も
、
さ

も
あ
ら
ば
れ
、
止
み
な
ん
か
し
と
思
ふ
も
あ
は
れ
な
り
。

﹇
中
巻
・
安
和
二
（
九
六
九
）
年
五
月
・
Ｐ
９９
Ｌ
７
﹈

兼
家
の
愛
情
に
対
す
る
漠
た
る
不
安
は
、【
例
１０
】
で
も
記
さ
れ
て
い
た
が
、
そ
の

思
い
は
年
月
を
経
て
も
変
わ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
吉
田
幹
生
氏
は
こ
の
表
現
に
関
し

て
、「
兼
家
の
心
の
あ
り
方
に
一
喜
一
憂
し
、
ま
さ
に
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
道
綱
母
の

（
四
〇
）

純 心 人 文 研 究 第１７号 ２０１１
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表
�

作
者
の
「
身
」
に
収
斂
さ
れ
る
修
飾
部
分
の
内
容
（
三
二
例
）

種

類

指
し
示
し
方

計

上 巻

生
涯

・
人
に
も
あ
ら
ぬ
身
・
か
か
ら
ぬ
世
に
も
経
べ
き
身

・
か
う
は
か
な
き
身

・
思
ふ
心
の
ゆ
か
ぬ
身

・
思
ふ
や
う
に
も
あ
ら
ぬ
身

５

１１

状
況

・
あ
は
で
ほ
ど
経
る
身
・
を
ち
か
た
人
に
な
れ
る
身

２

連
体
詞

・
わ
が
身
（
４
）

４

中 巻

生
涯

・
た
だ
き
は
め
て
幸
ひ
な
か
り
け
る
身

・
か
か
る
住
ま
ひ
を
さ
へ
せ
ん
と
構
へ
た
り
け
る
身

２

１３

状
況

・
心
も
と
な
き
身

・
消
え
む
ご
も
な
き
身

・
今
ま
で
世
に
は
べ
る
身

・
松
の
葉
ば
か
り
に
思
ひ
な
り
た
る
身

４

心
情

・
よ
か
ら
ず
は
と
の
み
思
ふ
身
・
い
と
罪
深
き
身

・
ひ
た
心
に
な
く
も
な
り
つ
べ
き
身

３

連
体
詞

・
か
か
る
身
（
２
）

・
わ
が
身
（
２
）

４

生
活
が
大
き
く
左
右
さ
れ
て
い
く
と
い
う
構
図
に
ほ
か
な
る
ま
い
。
兼
家
の
心
に
注
目

し
、
そ
れ
と
の
関
係
で
自
ら
の
幸
不
幸
を
捉
え
よ
う
と
す
る
の
が
、
上
巻
に
お
け
る
道

綱
母
の
基
本
的
な
あ
り
方
な
の
で
あ
る
。」（
注
�
）
と
述
べ
る
。

「
人
の
心
」
の
最
後
の
用
例
【
例
１４
】
は
、
中
巻
の
最
初
の
年
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。

作
者
は
、
病
で
衰
弱
し
た
あ
る
日
の
夕
暮
れ
を
「
を
し
か
ら
で
か
な
し
く
お
ぼ
ゆ
る
」

と
記
す
が
、
こ
の
表
現
は
西
本
願
寺
本
『
貫
之
集
』
の
「
惜
し
か
ら
で
か
な
し
き
も
の

は
身
な
り
け
り
人
の
心
の
ゆ
く
へ
知
ら
ね
ば
」
か
ら
引
い
て
い
る
と
さ
れ
る
（
注
�
）
。
兼

家
は
「
例
の
所
」
す
な
わ
ち
新
邸
造
営
の
帰
り
に
作
者
を
訪
れ
る
。「
人
の
心
」
も
わ

か
ら
ず
、
早
く
見
せ
た
い
と
い
っ
て
い
た
新
邸
に
迎
え
ら
れ
る
こ
と
も
な
い
だ
ろ
う
、

「
さ
も
あ
ら
ば
れ
」
ど
う
な
ろ
う
と
も
か
ま
わ
な
い
と
思
い
な
が
ら
も
、「
人
の
心
」

に
振
り
回
さ
れ
て
い
る
作
者
の
姿
が
、
そ
こ
に
は
あ
る
（
注
�
）
。

作
者
を
〈
一
般
的
人
物
呼
称
〉
で
指
し
示
し
て
い
る
用
例
六
七
例
中
最
も
多
い
の
は
、

単
一
名
詞
で
あ
る
「
身
」
一
二
例
・
被
修
名
詞
で
あ
る
「
…
身
」
三
二
例
、
計
四
四
例

で
あ
る
。
用
例
を
あ
げ
る
。

【
例
１５
】
か
う
な
ど
し
ゐ
た
る
ほ
ど
に
、
秋
は
暮
れ
、
冬
に
な
り
ぬ
れ
ば
、
な
に
ご
と

に
あ
ら
ね
ど
、
こ
と
さ
は
が
し
き
こ
こ
ち
し
て
あ
り
ふ
る
中
に
、
十
一
月
に
、

雪
い
と
深
く
つ
も
り
て
、
い
か
な
る
に
か
あ
り
け
ん
、
わ
り
な
く
、
身
こ
こ
ろ

う
く
、
人
つ
ら
く
、
か
な
し
く
お
ぼ
ゆ
る
日
あ
り
。
つ
く
づ
く
と
な
が
む
る
に
、

思
ふ
や
う
、

ふ
る
雪
に
つ
も
る
年
を
ば
よ
そ
へ
つ
つ
消
え
む
ご
も
な
き
身
を
ぞ
う
ら
む
る

な
ど
思
ふ
ほ
ど
に
、
つ
ご
も
り
の
日
、
春
の
な
か
ば
に
も
な
り
に
け
り
。

﹇
中
巻
・
安
和
二
（
九
六
九
）
年
一
一
月
・
Ｐ
１０７
Ｌ
１３
、
１５
﹈

安
和
二
年
秋
か
ら
冬
に
か
け
て
、
円
融
天
皇
即
位
・
兼
家
正
三
位
昇
叙
・
道
綱
の
童

殿
上
な
ど
、
朝
廷
や
作
者
の
周
辺
で
は
明
る
い
晴
れ
や
か
な
話
題
が
続
い
た
。
し
か
し
、

そ
れ
に
は
一
切
触
れ
ず
、「
こ
と
さ
は
が
し
き
」
と
記
す
の
み
で
あ
る
。

作
者
は
雪
を
眺
め
な
が
ら
、「
身
」
と
指
し
示
す
わ
が
身
を
情
け
な
く
思
い
、「
人
」

と
指
し
示
す
兼
家
の
仕
打
ち
を
耐
え
が
た
い
と
思
う
悲
し
み
の
心
情
を
書
き
連
ね
る
。

そ
う
い
う
思
い
の
中
で
和
歌
を
詠
み
、
自
身
を
「
消
え
む
ご
も
な
き
身
」
と
指
し
示
し

て
、
こ
の
世
か
ら
消
え
る
こ
と
も
で
き
な
い
わ
が
身
を
、
し
み
じ
み
と
恨
め
し
く
思
う
。

「
身
消
え
む
ご
も
な
し
」
で
は
な
く
、「
消
え
む
ご
も
な
き
身
」
と
「
身
」
に
収
斂
さ

れ
る
被
修
名
詞
で
表
現
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
作
者
は
自
分
自
身
の
立
場
を
じ
っ
と
見

つ
め
て
い
る
の
で
あ
る
。

次
の
「
表
�
」
は
「
身
」
に
収
斂
さ
れ
る
修
飾
部
分
の
内
容
を
分
類
し
た
も
の
で
あ

る
。

椎葉富美・『蜻蛉日記』に登場する人物の指し示し方
―〈個人指示〉されている人物の実態をとおして―

―１８０―
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下 巻

状
況

・
な
か
な
か
な
る
身
・
す
さ
め
ぬ
草
と
の
が
れ
に
し
身

・
ち
は
や
ぶ
る
神
を
ひ
と
へ
に
た
の
む
身

・
つ
い
で
な
き
身

４

８

心
情

・
か
く
の
み
憂
く
お
ぼ
ゆ
る
身
・
こ
と
し
も
を
し
か
ら
ん
身

・
今
は
限
り
に
思
ひ
果
て
に
た
る
身

３

連
体
詞

・
わ
が
身

１

表
�

道
綱
の
「
人
」
に
収
斂
さ
れ
る
修
飾
部
分
の
内
容
（
三
四
例
）
（
注
�
）

種

類

指
し
示
し
方

計

上巻

年
齢
印
象

・
幼
き
人
（
２
）

２

３

道
綱
の
行
動

・
こ
こ
な
る
人

１

中 巻

年
齢
印
象

・
小
さ
き
人
・
幼
き
人
（
９
）・
こ
の
幼
き
人
（
２
）

１２

２４

道
綱
の
行
動

・
あ
り
く
人
・
こ
の
あ
り
く
人
・
あ
り
き
つ
る
人

・
出
で
つ
る
人
・
日
頃
の
長
精
進
し
つ
る
人

５

道
綱
の
立
場

・
こ
の
ひ
と
り
あ
る
人
（
２
）

２

作
者
の
心
情

・
後
ろ
め
た
き
人
・
二
な
く
思
ふ
人
・
ゆ
ゆ
し
と
思
ふ
人

・
頼
も
し
人

４

指
示
語

・
こ
の
人

１

下 巻

修
辞

・
小
鷹
の
人

１

７

道
綱
の
行
動

・
寝
臥
し
た
る
人
・
お
こ
た
り
に
た
る
人
・
問
ひ
た
る
人

３

道
綱
の
立
場

・
わ
が
ひ
と
り
も
た
る
人
・
ひ
と
り
あ
る
人

２

作
者
の
心
情

・
わ
が
思
ふ
人

１

こ
の
修
飾
部
分
の
内
容
か
ら
、
思
う
よ
う
に
な
ら
な
か
っ
た
生
涯
・
兼
家
が
訪
れ
な

い
状
況
・
つ
ら
い
心
情
等
々
、
自
身
を
直
視
し
よ
う
と
す
る
姿
勢
が
読
み
取
れ
る
。

道
綱
を
〈
一
般
的
人
物
呼
称
〉
で
指
し
示
し
て
い
る
用
例
四
六
例
中
最
も
多
い
の
は
、

被
修
名
詞
で
あ
る
「
…
人
」
三
四
例
で
あ
る
。
単
一
名
詞
と
し
て
は
用
い
ら
れ
な
い
。

次
の
「
表
�
」
は
「
人
」
に
収
斂
さ
れ
る
修
飾
部
分
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。

年
齢
印
象
が
最
も
多
く
一
四
例
あ
る
が
、
道
綱
を
最
初
に
官
職
名
「
大
夫
」
と
呼
ん

だ
直
後
（【
例
４
】）
に
、「
こ
の
幼
き
人
」
と
呼
ば
れ
た
の
を
最
後
に
し
て
そ
れ
以
降

の
年
齢
印
象
の
用
例
は
な
い
。

�
代
名
詞

〈
代
名
詞
〉
で
指
し
示
さ
れ
て
い
る
用
例
は
、
二
五
人
二
〇
一
例
、
総
用
例
数
八
六

一
例
の
約
四
分
の
一
を
占
め
る
。〈
代
名
詞
〉
の
用
例
の
大
半
を
占
め
る
の
は
、
作
者

一
〇
九
例
（
単
一
名
詞
一
〇
五
例
・
被
修
名
詞
四
例
）・
兼
家
三
一
例
（
単
一
名
詞
三

〇
例
・
被
修
名
詞
一
例
）・
道
綱
一
七
例
（
単
一
名
詞
の
み
）、
計
一
五
七
例
で
あ
る
。

特
に
作
者
の
用
例
数
が
群
を
抜
い
て
多
い
こ
と
、
大
半
が
単
一
名
詞
で
あ
る
こ
と
が
わ

か
る
。
三
人
の
代
名
詞
の
様
相
を
次
頁
の
「
表
�

作
者
・
兼
家
・
道
綱
の
代
名
詞
の

様
相
」
に
ま
と
め
た
。

作
者
を
指
し
示
し
て
い
る
〈
代
名
詞
〉
一
〇
九
例
中
最
も
多
い
の
は
、
自
称
を
表
し

て
い
る
九
七
例
で
あ
る
。
兼
家
と
道
綱
の
〈
代
名
詞
〉
を
比
較
す
る
と
興
味
深
い
こ
と

が
わ
か
る
。
す
な
わ
ち
、「
話
し
手
中
心
の
円
周
内
」
を
指
す
近
称
は
道
綱
に
多
く
用

い
ら
れ
、「
聞
き
手
中
心
の
円
周
内
」
を
指
す
中
称
は
道
綱
の
み
に
用
い
ら
れ
、「
話
し

手
お
よ
び
聞
き
手
中
心
の
円
周
内
」
を
指
す
遠
称
は
兼
家
の
み
に
用
い
ら
れ
て
い
る
の

で
あ
る（
注
�
）
。
こ
の
こ
と
は
、
兼
家
よ
り
も
道
綱
の
方
が
、
よ
り
近
い
存
在
で
あ
る
こ

と
を
表
し
て
い
る
と
は
い
え
な
い
だ
ろ
う
か
。

（
四
二
）

純 心 人 文 研 究 第１７号 ２０１１
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�
数
詞

〈
数
詞
〉
で
指
し
示
さ
れ
て
い
る
用
例
は
、
九
人
一
六
例
で
あ
る
。〈
数
詞
〉
の
用
例

の
大
半
を
占
め
る
の
は
、
作
者
七
例
（
単
一
名
詞
一
例
・
被
修
名
詞
六
例
）
で
あ
る
。

い
ず
れ
も
孤
独
を
強
く
感
じ
る
用
例
に
な
っ
て
い
る
。
用
例
を
あ
げ
る
。

【
例
１６
】
嘆
き
つ
つ
ひ
と
り
寝
る
夜
の
明
く
る
ま
は
い
か
に
ひ
さ
し
き
も
の
と
か
は
し

る

﹇
上
巻
・
天
暦
九
（
九
五
五
）
年
十
月
・
Ｐ
４７
Ｌ
１
﹈

【
例
１７
】
思
ひ
も
し
る
く
た
だ
ひ
と
り
ふ
し
お
き
す
。

﹇
上
巻
・
天
暦
一
〇
（
九
五
六
）
年
三
四
月
・
Ｐ
４８
Ｌ
１５
﹈

【
例
１８
】
身
一
つ
を
の
み
き
り
く
だ
く
心
地
す
。

﹇
中
巻
・
天
禄
元
（
九
七
〇
）
年
七
月
・
Ｐ
１２６
Ｌ
３
﹈

【
例
１９
】
か
く
て
い
と
あ
り
ぬ
べ
か
り
け
り
と
身
ひ
と
つ
に
思
ふ
を
、
…

﹇
中
巻
・
天
禄
二
（
九
七
一
）
年
六
月
・
Ｐ
１４４
Ｌ
２
﹈

【
例
２０
】
身
ひ
と
つ
の
か
く
な
る
滝
を
尋
ぬ
れ
ば
さ
ら
に
か
へ
ら
ぬ
水
も
す
み
け
り

﹇
中
巻
・
天
禄
二
（
九
七
一
）
年
六
月
・
Ｐ
１５２
Ｌ
１
﹈

【
例
２１
】
誰
と
し
る
べ
き
に
も
あ
ら
な
く
に
、
我
ひ
と
り
苦
し
う
、
か
た
は
ら
い
た
し
。

﹇
下
巻
・
天
延
二
（
九
七
四
）
年
正
月
・
Ｐ
２０７
Ｌ
１６
﹈

【
例
２２
】
い
み
じ
う
苦
し
き
ま
ま
に
、
か
か
ら
で
あ
る
人
も
あ
り
か
し
、
憂
き
身
一
つ

を
も
て
わ
づ
ら
ふ
に
こ
そ
は
…﹇

下
巻
・
天
延
二
（
九
七
四
）
年
二
月
・
Ｐ
２１０
Ｌ
７
﹈

表
�

作
者
・
兼
家
・
道
綱
の
代
名
詞
の
様
相

上

巻

中

巻

下

巻

計

作 者

自
称

・
わ
（
１２
）
・
我
（
１９
）

・
お
の

・
そ
ら
だ
の
め
す
る
我

３３

・
わ
（
１５
）

・
我
（
１８
）

３３

・
わ
（
２０
）

・
我
（
１１
）

３１

９７

対
称

・
君

１

・
恋
ふ
る
君

・
あ
が
君

２

０

３

近
称

・
こ
れ
（
３
）

３

・
こ
れ
（
２
）

２

・
こ
れ
（
２
）

・
こ
（
２
）

４

９

計

３７

３７

３５

１０９

兼 家

自
称

・
わ
・
我
（
７
）

・
お
の
（
３
）

・
君
（
４
）

１５

・
わ
（
２
）

・
我
（
３
）

・
お
の

６

・
我
（
３
）

３

２４

対
称

・
し
か
も
ゐ
ぬ
君

１

０

０

１

近
称

・
こ
れ
（
２
）

２

０

０

２

遠
称

・
か
れ

１

・
か

１

・
か
・
か
れ

２

４

計

１９

７

５

３１

道 綱

自
称

０

・
ま
ろ

１

・
わ（
３
）・
我

４

５

対
称

０

・
き
ん
ぢ（
４
）
４

・
き
ん
ぢ

１

５

近
称

０

・
こ
れ
（
４
）

・
こ

５

・
こ

１

６

中
称

０

・
そ
れ

１

０

１

計

０

１１

６

１７

椎葉富美・『蜻蛉日記』に登場する人物の指し示し方
―〈個人指示〉されている人物の実態をとおして―
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四
三
）



四

お
わ
り
に

本
論
文
で
、『
蜻
蛉
日
記
』
に
登
場
す
る
人
物
が
ど
の
よ
う
に
指
し
示
さ
れ
て
い
る

の
か
を
見
て
き
た
。
七
分
類
の
内
容
を
説
明
し
て
き
た
が
、
最
後
に
用
例
の
大
半
を
占

め
る
作
者
・
兼
家
・
道
綱
の
指
し
示
し
方
を
ま
と
め
た
い
と
思
う
。

作
者
の
指
し
示
し
方
は
、
上
巻
六
六
例
・
中
巻
七
五
例
・
下
巻
六
六
例
と
、
出
現
状

況
は
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。
全
二
〇
七
例
中
、
約
半
数
を
占
め
る
の
が
〈
代
名
詞
〉
一
〇

九
例
で
あ
る
。
そ
の
代
名
詞
の
中
で
も
九
七
例
が
自
称
の
代
名
詞
で
あ
っ
た
。
二
番
目

に
多
い
の
が
、〈
一
般
的
人
物
呼
称
〉
六
七
例
で
あ
る
。
特
に
「
身
・
…
身
」
の
用
例

は
四
四
例
、「
人
・
…
人
」
の
用
例
は
一
四
例
あ
っ
た
。
三
番
目
が
〈
方
向
・
居
所
〉

二
六
例
で
あ
る
。「
こ
こ
」
と
い
う
語
が
一
七
例
用
い
ら
れ
て
い
た
。
四
番
目
が
〈
数

詞
〉
七
例
で
あ
る
。
以
下
は
、
数
例
の
み
の
用
例
で
あ
る
。
作
者
は
、
権
門
家
兼
家
の

妻
に
な
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
む
な
し
く
充
た
さ
れ
な
い
思
い
の
ま
ま
二
一
年
間
を

過
ご
し
た
。
上
巻
の
跋
文
に
「
か
く
年
月
は
つ
も
れ
ど
思
ふ
や
う
に
も
あ
ら
ぬ
身
を
し

嘆
け
ば
、
声
あ
ら
た
ま
る
も
よ
ろ
こ
ぼ
し
か
ら
ず
、
猶
も
の
は
か
な
き
を
思
へ
ば
、
あ

る
か
な
き
か
の
心
ち
す
る
か
げ
ろ
ふ
の
日
記
と
い
ふ
べ
し
（
傍
線
部
は
、
作
者
を
さ

す
）」
と
あ
る
。
あ
る
か
な
き
か
の
思
い
に
沈
む
か
げ
ろ
う
の
よ
う
に
は
か
な
い
女
、

す
な
わ
ち
作
者
道
綱
母
は
、
書
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
己
を
救
済
し
よ
う
と
し
た
の
か

も
し
れ
な
い
。

兼
家
の
指
し
示
し
方
は
、
上
巻
七
〇
例
・
中
巻
三
七
例
・
下
巻
四
一
例
と
、
中
下
巻

で
約
半
数
に
な
っ
て
い
た
。
全
一
四
八
例
中
、
約
六
割
を
占
め
る
の
が
〈
一
般
的
人
物

呼
称
〉
九
〇
例
で
あ
る
。
そ
の
中
で
も
七
〇
例
が
「
人
・
…
人
」
の
用
例
で
あ
っ
た
。

兼
家
は
作
者
に
と
っ
て
身
近
な
人
で
あ
る
は
ず
な
の
に
、ど
こ
か
よ
そ
よ
そ
し
い「
人
」

と
い
う
表
現
は
、
作
者
の
兼
家
に
対
す
る
心
理
的
距
離
を
表
し
て
い
る
と
い
え
な
い
だ

ろ
う
か
。
そ
の
傾
向
は
、〈
代
名
詞
〉
の
「
か
」「
か
れ
」
等
の
遠
称
に
も
象
徴
さ
れ
て

い
る
。

道
綱
の
指
し
示
し
方
は
、
上
巻
四
例
・
中
巻
四
八
例
・
下
巻
六
五
例
と
、
巻
を
追
う

ご
と
に
増
え
て
い
る
。
全
一
一
七
例
の
用
例
の
大
半
を
占
め
る
の
が
〈
官
職
名
〉
五
一

例
で
あ
る
。
特
に
、
鳴
滝
籠
り
後
に
、〈
官
職
名
〉
で
呼
ぶ
用
例
が
増
え
る
の
は
、
作

者
の
道
綱
に
対
す
る
意
識
の
変
化
が
反
映
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

以
上
、「
人
物
の
指
し
示
し
方
」
か
ら
見
え
る
こ
と
を
ま
と
め
て
き
た
。
本
論
文
で

は
〈
個
人
指
示
〉
の
分
類
方
法
の
研
究
が
主
で
あ
っ
た
た
め
、『
蜻
蛉
日
記
』
の
文
体

の
特
徴
を
捉
え
る
に
は
十
分
で
は
な
か
っ
た
が
、
そ
の
一
端
は
捉
え
る
こ
と
が
で
き
た

の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
今
後
は
、〈
集
団
指
示
〉
や
〈
被
修
名
詞
〉
の
修
飾
部
分
等

も
分
析
し
た
う
え
で
、
総
合
的
に
考
察
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

『
蜻
蛉
日
記
』
は
二
一
年
間
の
単
な
る
記
録
で
は
な
く
、
作
者
の
心
の
軌
跡
・
変
容

が
鮮
や
か
に
書
か
れ
て
い
た
。
そ
の
こ
と
は
、
人
物
を
固
有
名
詞
で
ほ
と
ん
ど
呼
ば
な

い
平
安
時
代
だ
か
ら
こ
そ
、
よ
り
明
確
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。 （

四
四
）

純 心 人 文 研 究 第１７号 ２０１１

―１７７―



注�

・「
人
物
の
指
し
示
し
方
」〈
被
修
名
詞
〉
の
定
義
に
つ
い
て
は
、
次
の
拙
著
の
論
文
を
参
考

に
さ
れ
た
い
。

椎
葉
富
美
「
日
記
文
学
に
お
け
る
表
現
意
識
の
一
考
察
」

（
長
崎
純
心
大
学
大
学
院
人
間
文
化
研
究
科
「
人
間
文
化
研
究
」
第
六
号
・
二
〇
〇
八
年
）

椎
葉
富
美
「
人
物
の
指
し
示
し
方
の
一
考
察
―
〈
被
修
名
詞
〉
の
分
析＝

光
源
氏
と
紫
上
の
比

較
―
」

（
長
崎
純
心
大
学
大
学
院
人
間
文
化
研
究
科
「
人
間
文
化
研
究
」
第
八
号
・
二
〇
一
〇
年
）

�

調
査
に
あ
た
っ
て
使
用
し
た
テ
キ
ス
ト
は
、宮
内
庁
書
陵
部
本
を
底
本
と
す
る『
蜻
蛉
日
記
』

（
新
日
本
古
典
文
学
大
系
２４
・
今
西
祐
一
郎
氏
校
注
・
岩
波
書
店
・
一
九
八
九
年
）
で
あ
る
。

仮
名
に
は
適
宜
漢
字
を
宛
て
、
一
部
歴
史
的
仮
名
遣
い
を
訂
正
す
る
な
ど
読
解
の
便
を
は
か
っ

た
。
な
お
、
分
析
す
る
に
あ
た
っ
て
、
条
件
を
単
純
明
確
に
す
る
た
め
、「
比
喩
表
現
」「
仮
定

表
現
」「
否
定
表
現
」「
省
略
表
現
」
を
除
外
し
て
い
る
。
詳
し
く
は
、
注
�
に
あ
げ
た
「
人
物

の
指
し
示
し
方
の
一
考
察
」
の
論
文
を
参
考
に
さ
れ
た
い
。

�

穂
積
陳
重
氏
『
實
名
敬
避
俗
研
究
』（
刀
江
書
院
・
一
九
二
六
年
）
参
照
。

・
本
書
は
、
穂
積
重
行
氏
校
訂
に
よ
る
『
忌
み
名
の
研
究
』（
講
談
社
学
術
文
庫
・
一
九
九
二

年
）
と
し
て
再
版
さ
れ
て
い
る
。

�

上
村
悦
子
氏
『
蜻
蛉
日
記

中
』
Ｐ
７８
参
照

（
講
談
社
学
術
文
庫
・
一
九
七
八
年
）

�

山
口
康
子
氏
「
一
子
道
綱
の
呼
称
」

（
長
崎
大
学
国
語
国
文
学
会
「
国
語
と
教
育
」
第
一
〇
号
・
一
九
八
五
年
）

�

注
�
『
實
名
敬
避
俗
研
究
』
Ｐ
１００
参
照
。

�

阪
倉
篤
義
氏
『
改
稿

日
本
文
法
の
話
』
Ｐ
１５２
参
照
。

（
教
育
出
版
・
一
九
七
四
年
）

�

吉
田
幹
生
氏
「〈
人
の
心
〉
か
ら
〈
我
が
心
〉
へ－

『
蜻
蛉
日
記
』
試
論
」

（「
中
古
文
学
」
	
７４
・
二
〇
〇
四
年
）

・
吉
田
氏
は
、「
人
の
心
」
の
用
例
に
「
人
心
」
一
例
も
含
め
て
い
る
が
、
本
調
査
に
お
い
て

は
、「
人
心
」
は
一
語
と
捉
え
、「
人
」
と
「
心
」
と
分
け
て
考
え
て
い
な
い
の
で
、
用
例
と
し

て
と
っ
て
い
な
い
。『
蜻
蛉
日
記
』
の
「
人
心
」
の
用
例
は
一
例
の
み
で
あ
る
。

人
ご
こ
ろ
う
ぢ
の
あ
じ
ろ
に
た
ま
さ
か
に
よ
る
ひ
を
だ
に
も
た
づ
ね
け
る
か
な

﹇
上
巻
・
安
和
元
（
九
六
八
）
年
・
Ｐ
９２
Ｌ
１０
﹈




テ
キ
ス
ト
と
し
た
新
大
系
Ｐ
９９
注
一
五
参
照
。

�

・「
人
の
心
」
と
い
う
語
句
が
用
い
ら
れ
る
と
き
、
和
歌
の
伝
統
に
よ
っ
て
人
の
心
が
移
ろ

い
や
す
い
も
の
、
あ
て
に
な
ら
な
い
も
の
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
持
つ
と
い
う
ご
指
摘
が
、
吉
田

氏
の
み
な
ら
ず
、
以
下
の
諸
氏
の
ご
論
文
に
あ
る
。

津
崎
比
呂
氏
「
『
蜻
蛉
日
記
』
と
『
和
泉
式
部
日
記
』
の
贈
答
歌
比
較
ー
「
人
の
心
」
と
「
心
」

に
見
る
人
間
性
の
相
違－

」

（「
筑
後
語
文
」
	
１５
・
二
〇
〇
六
年
）

小
山
香
織
氏
「『
蜻
蛉
日
記
』
上
巻
の
「
人
の
心
」
と
「
頼
む
」－

和
歌
の
伝
統
に
依
る
兼
家

の
不
実
の
強
調－

」（
日
記
文
学
研
究
会
「
日
記
文
学
研
究
誌
」
・
二
〇
〇
五
年
）

�

注
�
「
一
子
道
綱
の
呼
称
」
の
分
類
を
参
考
に
し
た
。



注
�
『
改
稿

日
本
文
法
の
話
』
の
分
類
を
参
考
に
し
た
。

椎葉富美・『蜻蛉日記』に登場する人物の指し示し方
―〈個人指示〉されている人物の実態をとおして―

―１７６―

（
四
五
）


